
高
松
平
和
病
院
（
香
川
県
）

で
は
、
成
人
式
後
に
第
６
波
が

急
速
に
到
来
し
ま
し
た
。
香
川

県
で
も
第
5
波
に
比
べ
、
連
日

過
去
最
高
の
感
染
者
数
を
更
新

し
ま
し
た
。
毎
日
、
保
健
所
か

ら
の
依
頼
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
す
る
中
、
日
を
追
う
ご
と
に

感
染
者
数
が
増
え
、
陽
性
率
が

高
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
全
国
的
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
試
薬
や
検
査
キ
ッ
ト
の
不
足

も
生
じ
ま
し
た
。

第
6
波
で
あ
ら
た
め
て

露
呈
し
た
問
題
点

第
６
波
の
問
題
点
は
、
ブ
ー

ス
タ
ー
接
種
で
抗
体
価
を
上
げ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
中
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
完
了
し
た
高
齢

者
や
医
療
従
事
者
の
３
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
ブ
ー
ス

タ
ー
）
が
遅
れ
た
こ
と
で
す
。

海
外
で
は
ブ
ー
ス
タ
ー
で
重
症

予
防
効
果
は
90
％
ま
で
上
が
っ

た
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

第
6
波
で
あ
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
変
異
株
は

感
染
力
が
強
く
、
デ
ル
タ
株
に

比
べ
て
２
～
４
倍
で
あ
り
、
そ

の
う
え
免
疫
回
避
の
能
力
も
高

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

一
度
感
染
し
た
人
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
し
た
人
も
感
染
す
る
可
能

性
が
高
い
の
で
す
。
た
だ
し
、

デ
ル
タ
株
に
比
べ
50
％
重
症
化

し
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
感
染
力
が
強
く
、
感

染
さ
せ
る
時
間
が
短
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
、
急
速
に
感
染
が

広
が
る
現
象
が
起
き
ま
し
た
。

軽
症
例
も
含
め
て
感
染
が
急
増

し
、
そ
の
後
に
重
症
例
や
死
亡

例
が
出
て
い
る
た
め
、
医
療
資

源
の
ひ
っ
迫
も
発
生
し
ま
し

た
。
感
染
力
が
強
く
、
軽
症
や

無
症
状
が
多
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
感

染
に
対
し
、
検
査
体
制
の
不
十

分
さ
も
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
90
年
代
か
ら
政

策
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
保
健

所
の
統
廃
合
や
公
的
研
究
機
関

の
人
員
削
減
、
感
染
症
病
床
や

急
性
期
病
床
の
削
減
な
ど
も
影

響
し
て
お
り
、
こ
の
感
染
症
に

十
分
に
対
応
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
保
健
所
や
公
的
医
療
機
関

が
機
能
を
果
た
し
、
検
査
体
制

を
強
化
す
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

結
果
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

行
っ
て
い
な
い
小
児
に
広
が

り
、
学
校
や
幼
稚
園
や
保
育
園

な
ど
の
児
童
施
設
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
ま
し
た
。
教
員

や
親
は
も
ち
ろ
ん
、
児
童
も
含

め
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要
で

す
。
他
に
は
マ
ス
ク
、
換
気
、

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
モ
ニ

タ
ー
な
ど
の
基
本
的
防
御
対
策

が
必
要
で
す
。
教
育
現
場
に

は
、
定
期
的
な
抗
原
検
査
な
ど

も
有
用
と
考
え
ま
す
。

対
策
は

感
染
し
な
い
環
境
を
作
る
こ
と

対
策
と
し
て
は
、
感
染
し
な

い
環
境
を
作
る
こ
と
で
す
。
第

一
に
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染

の
特
徴
は
エ
ア
ロ
ゾ
ル
（
空
気

感
染
）
で
す
。
１
時
間
に
１
回

は
空
気
の
流
れ
を
作
る
よ
う

に
、
対
角
線
上
で
窓
を
開
け
て

換
気
を
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
第
二
に
、
ブ
ー
ス
タ
ー
効

果
の
た
め
3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
行
う
こ
と
、
第
三
は
密

を
避
け
て
人
と
の
接
触
を
減
ら

す
こ
と
で
す
。
体
調
不
良
に
な

れ
ば
無
理
を
せ
ず
に
休
み
、
発

熱
な
ど
の
症
状
が
で
れ
ば
速
や

か
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

行
政
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
体
制
の
整

備
な
ど
が
あ
ら
た
め
て
求
め
ら

れ
ま
す
。
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情
勢
の
特
徴

〈
外
部
環
境
〉

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
混

乱
は
も
う
し
ば
ら
く
続
く
。

○
骨
太
方
針
の
推
進
に
よ
っ
て
社
会

保
障
費
削
減
傾
向
続
く
。

○
一
方
的
な
公
立
・
公
的
病
院
統
廃

合
計
画
を
推
進
。

○
広
範
な
高
齢
者
の
医
療
費
自
己
負

担
割
合
引
き
上
げ
。

○
介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
、
徴
収

開
始
年
齢
の
引
き
下
げ
。

○
国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が
発

効
、
日
本
政
府
に
締
約
国
会
議
に

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
求
め
る
動

き
。

○
辺
野
古
新
基
地
建
設
は
沖
縄
の
声

を
聴
か
ず
ご
り
押
し
、
地
元
の
あ

き
ら
め
を
狙
う
。

○
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

で
世
界
情
勢
が
不
安
定
化
。

〇
情
勢
不
安
に
乗
じ
た
改
憲
、
核
兵

器
共
有
発
言
相
次
ぐ
。

○
参
議
院
選
挙
の
あ
る
年
。

○
気
候
変
動
が
影
響
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
災
害
が
増
加
傾
向
。

〈
内
部
環
境
〉

○
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。

○
経
営
改
善
の
形
は
維
持
で
き
て
い

る
。

○
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
定
着
に
向

け
た
動
き
続
く
。

○
組
合
員
の
高
齢
化
す
す
む
。

○
組
合
員
活
動
の
担
い
手
不
足
。

○
5
万
組
合
員
達
成
目
前
で
足
踏
み
。

○
２
０
２
５
年
ま
で
の
５
か
年
計
画

が
ス
タ
ー
ト
。

○
連
続
で
新
卒
医
師
の
確
保
が
で
き

た
。

（
１
）w

ith

コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据

え
、「
つ
な
が
り
を
広
げ
る
」

と
り
く
み
を
す
す
め
、
よ
り
身

近
な
範
囲
で
の
安
心
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
化
し
ま
す

○
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
く
中
で
も
、

必
要
な
利
益
を
確
保
で
き
る
経
営

を
進
め
る

・
こ
の
間
す
す
め
て
き
た
構
造
改
革

医療生協のとりくみに「ちょっとだけボランティア」して頂ける方、まずは、ご連絡ください【組合員活動部　☎087-833-8115】

（
１
）「
総
合
力
」と「
連
携
」の
視
点

で
経
営
改
善
を
継
続
さ
せ
、
組

合
員
の
く
ら
し
に
貢
献
し
ま
す
。

目
標
達
成
評
価
：
積
極
的
な
発
熱
外

来
の
対
応
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
経
営

目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
め
ぐ
っ
て
は
供
給
の
不
安
定

さ
も
あ
り
、
組
合
員
の
要
求
に
応
え

き
れ
な
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

地
域
集
団
接
種
へ
の
職
員
派
遣
を
は

じ
め
、
休
診
時
間
や
休
日
接
種
な
ど

の
対
応
も
行
い
、
地
域
で
の
役
割
や

組
合
員
要
求
実
現
の
努
力
を
行
い
ま

し
た
。
結
果
、
事
業
活
動
を
安
定
的

に
継
続
す
る
力
は
維
持
で
き
て
お
り

目
標
は
達
成
し
て
い
る
も
の
と
し
ま

す
。

（
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
感
染
対
策

を
し
っ
か
り
行
っ
て
、「
つ
な

が
り
」
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

目
標
達
成
評
価
：
コ
ロ
ナ
流
行
の
な

か
で
、
支
部
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る

取
り
組
み
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
屋
外
で
の
活
動
を
続
け
る
と
こ

ろ
や
組
合
員
訪
問
で
つ
な
が
り
を
絶

や
さ
な
い
取
り
組
み
を
行
っ
た
地
域

も
あ
る
な
ど
、
で
き
る
活
動
を
探
求

し
ま
し
た
。
一
方
で
、
ス
マ
ホ
や
Ｗ

Ｅ
Ｂ
の
活
用
と
い
う
新
し
い
つ
な
が

り
づ
く
り
、
情
報
発
信
へ
の
挑
戦
は

一
部
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
目

標
達
成
し
た
と
は
言
え
ず
、
継
続
課

題
と
し
ま
す
。

（
3
）
医
療
生
協
の
未
来
を
つ
な
ぐ

「
人
づ
く
り
」
を
す
す
め
ま
す
。

目
標
達
成
評
価
：
職
員
で
は
人
権
意

識
を
高
め
る
た
め
の
人
権
カ
フ
ェ
を

シ
リ
ー
ズ
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま

た
、
通
信
教
育
も
昨
年
比
1
割
以
上

の
受
講
者
増
の
目
標
を
達
成
（
25
％

増
）
し
ま
し
た
が
、
修
了
は
５
割

（
１
月
末
）
と
な
っ
て
お
り
、
修
了

に
向
け
て
最
後
の
奮
闘
を
し
て
い
ま

す
。
医
療
活
動
の
要
で
あ
る
医
師
の

確
保
も
2
年
連
続
で
研
修
医
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方

で
、
医
療
生
協
運
動
を
担
う
地
域
の

担
い
手
ふ
や
し
は
、
地
域
活
動
の
自

粛
も
あ
っ
て
思
う
よ
う
に
は
す
す
め

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
上
の
こ
と

か
ら
職
員
組
合
員
の
確
保
と
養
成
は

一
定
進
み
ま
し
た
が
、
地
域
組
合

員
、
と
り
わ
け
支
部
を
支
え
る
担
い

手
増
や
し
は
十
分
と
は
言
え
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
目
標
達
成
部
分
は
あ

り
つ
つ
も
、
引
き
続
い
て
担
い
手
増

や
し
は
継
続
課
題
と
し
ま
す
。

（
４
）
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
「
居

心
地
よ
く
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
す
す
め
ま
す
。

目
標
達
成
評
価
：
県
生
協
連
の
フ
ー

ド
ロ
ス
へ
の
取
り
組
み
や
、
コ
ロ
ナ

禍
で
広
が
っ
た
食
材
支
援
活
動
に
参

加
し
、
学
生
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の

支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
医
系

学
生
の
成
長
支
援
の
機
会
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か

ら
支
援
を
い
た
だ
き
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
提
供
が
行
え
ま
し
た
。

一
方
で
地
域
の
困
り
ご
と
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
窓
口
を
設
け
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
寄
せ
ら
れ
る

相
談
も
少
な
く
、
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
居
心
地
よ
く
く
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
機
能
の
発
揮
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
目
標
達
成
部
分

は
あ
り
つ
つ
も
、
引
き
続
い
て
相
談

機
能
を
高
め
る
こ
と
を
課
題
と
し
ま

す
。

を
維
持
し
な
が
ら
、
世
代
交
代
を

見
据
え
た
医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス
体

系
を
つ
く
る
。

・
質
の
高
い
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
追
求
と
適
正
な
利
益
の
確
保

で
、
選
ば
れ
る
事
業
所
と
し
て
持

続
可
能
な
事
業
と
す
る
。

○
「
総
合
的
な
医
療
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
」
が
で
き
る
連
携
づ
く

り
・
自
前
の
施
設
は
も
と
よ
り
、
他
法

人
の
事
業
所
と
も
関
係
性
を
深
め

て
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行

う
。

○
組
合
員
の
活
動
と
事
業
の
連
携
を

す
す
め
る

・
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
で
高
リ
ス
ク

者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
す
め
る
。

（
２
）「
総
合
力
と
連
携
」
の
視
点

で
、
組
合
員
や
地
域
か
ら
求
め

ら
れ
る
事
業
の
強
化
と
見
直
し

を
す
す
め
、
持
続
可
能
な
事
業

を
追
求
し
ま
す
。

・
長
期
計
画
に
基
づ
い
て
各
事
業

所
の
医
療
活
動
の
在
り
方
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
を
具
体
化
す
る
。

・
事
業
所
、
組
合
員
活
動
の
情
報
発

信
を
強
め
る
。（
活
動
の
見
え
る

化
、
見
せ
る
化
の
強
化
）

・
事
業
を
支
え
る
人
材
確
保
、
と
り

わ
け
医
師
確
保
に
法
人
上
げ
て
取

り
組
む
。

・
選
ば
れ
る
事
業
所
づ
く
り
を
職
員

組
合
員
、
地
域
組
合
員
と
協
同
で

行
い
、
利
用
促
進
を
は
か
る
。

・
連
携
を
強
め
て
地
域
に
必
要
と
さ

れ
る
事
業
群
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活

用
し
て
質
を
高
め
る
。

・
災
害
や
事
故
な
ど
事
業
に
影
響
を

及
ぼ
す
事
象
へ
の
対
応
力
を
高
め

る
。

・
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
を
進
め
る
。

・
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
予
防

活
動
を
強
化
し
て
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
行
う
。

（
3
）
地
域
組
合
員
と
職
員
組
合
員

が
共
に
学
ぶ
視
点
で
「
医
療
福

祉
生
協
の
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
実
践
を
す
す
め
ま
す
。

・
通
信
教
育
な
ど
、
２
０
３
０
ビ

ジ
ョ
ン
の
学
び
を
広
げ
る
。

・
地
域
組
合
員
と
職
員
組
合
員
が
と

も
に
活
動
を
理
解
し
、
事
業
と
運

動
へ
の
結
集
を
高
め
る
。

・
地
域
の
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
た

活
動
を
つ
く
る
。

・
連
合
会
の
情
報
誌
や
理
論
誌
、

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
等
で
全
国
の
情
報

に
学
ん
で
活
動
に
活
か
す
。

・
ち
ょ
っ
と
だ
け
担
い
手
さ
ん
な

ど
、
関
心
を
持
っ
て
協
力
し
て
く

れ
る
組
合
員
を
増
や
す
。

（
４
）
コ
ロ
ナ
禍
で
鮮
明
に
な
っ
た

社
会
保
障
や
医
療
体
制
の
問
題

に
つ
い
て
学
び
行
動
し
、
誰
一

人
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
を
つ

く
り
ま
す

・
身
近
に
で
き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り

組
む
。

・
医
療
体
制
の
充
実
を
も
と
め
る
取

り
組
み
を
行
う
。

・
生
活
の
基
礎
に
あ
る
日
本
国
憲
法

を
学
び
、
平
和
や
人
権
を
守
る
取

り
組
み
を
行
う
。

・
い
の
ち
の
章
典
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
を
設
け
る
。

テ
ー
マ
「
誰
も
が
健
康
で
居
心
地
よ
く
く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦
」

★
コ
ロ
ナ
の
中
で
も
「
で
か
け
る　
つ
な
が
る　
安
心
を
結
ぶ
」
の
取

り
組
み
を
広
げ
る
工
夫
を
す
る　

★
２
０
３
０
ビ
ジ
ョ
ン
を
深
め
、
香
川
医
療
生
協
の
未
来
を
描
く

★
日
本
国
憲
法
を
守
り
、
人
権
が
保
障
さ
れ
る
平
和
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る

香
川
医
療
生
協
第
43
期
・
第
54
回
通
常
総
代
会
第
1
号
議
案
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

２
０
２
１
年
度
の
ま
と
め
（
案
）

テ
ー
マ　

誰
も
が
健
康
で
居
心
地
よ
く
く
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

★
２
０
３
０
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
践
す
る
こ
と
で
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い

★
香
川
医
療
生
協
の
５
か
年
計
画
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

★
日
本
国
憲
法
を
守
り
、
人
権
が
保
障
さ
れ
る
平
和
な
社
会
の
実
現
に
貢

献
す
る

２
０
２
２
年
度
の
方
針
（
案
）
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Ⅰ　
こ
れ
ま
で
の
5
年
間

（
２
０
１
６
～
２
０
２
０
）

の
長
期
計
画
の
ま
と
め

○
事
業
面
の
発
展

・
医
科
事
業
所
の
あ
る
4
つ
の
エ
リ

ア
で
は
、
事
業
所
の
再
編
成
を
行

い
医
療
生
協
の
地
域
包
括
ケ
ア
の

基
礎
と
な
る
総
合
的
な
医
療
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
か
た
ち
が
固

ま
っ
た
。

・
法
人
内
外
を
超
え
た
医
療
介
護
連

携
が
進
ん
だ
。

・
高
齢
者
住
宅
建
設
設
立
の
要
望
に

は
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

・
地
域
の
困
難
事
例
と
向
き
合
い
、

差
額
ベ
ッ
ド
料
無
・
無
料
低
額
診

療
事
業
を
維
持
。

・
病
院
内
で
認
知
症
チ
ー
ム
の
立
ち

上
げ
や
担
当
看
護
師
を
配
置
、
ま

た
認
知
症
デ
イ
を
開
催
す
る
な
ど

認
知
症
対
応
を
強
化
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
養
成
に
も
取
り
組
ん

だ
。

・
深
刻
な
経
営
危
機
に
陥
っ
た
が
、

事
業
全
体
の
見
直
し
を
図
っ
た
結

果
、
大
き
く
経
営
改
善
が
進
ん
だ
。

・
医
師
の
新
入
職
者
は
8
名
（
う
ち

新
卒
2
名
）、
退
職
数
5
名
と
全

体
の
医
師
数
は
増
加
し
た
。

○
地
域
組
合
員
活
動
の
発
展

・
組
合
員
数
は
5
年
前
と
比
較
し
て

若
干
増
え
た
が
、
脱
退
数
も
年
々

増
加
傾
向
。
出
資
金
は
微
増
。

・
班
数
が
縮
小
し
た
が
居
場
所
数
は

増
加
傾
向
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
班
会
開
催
は
減
少
し

た
が
活
動
を
継
続
し
た
。

・
地
域
の
様
々
な
市
民
団
体
や
行
政

と
の
協
同
の
取
り
組
み
が
増
え
た
。

・
事
業
所
の
な
い
小
豆
島
で
の
居
場

所
づ
く
り
（
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ

ろ
）
を
実
現
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
、
感

染
対
策
を
行
い
つ
つ
組
合
員
同
士

で
直
接
声
を
か
け
あ
っ
た
り
、
事

業
所
の
利
用
者
や
地
域
の
高
齢
者

に
電
話
か
け
を
行
う
な
ど
、
地
域

の
折
れ
か
け
た
気
持
ち
を
支
え
る

活
動
を
地
道
に
行
っ
た
。

・
理
事
や
支
部
運
営
委
員
な
ど
、
組

合
員
活
動
の
担
い
手
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
。

○
平
和
・
社
会
保
障
拡
充
の
取
り
組

み
・
戦
争
が
出
来
る
国
づ
く
り
が
進

む
危
機
感
の
な
か
で
、「
ヒ
バ
ク

シ
ャ
署
名
」
や
「
九
条
署
名
」
に

継
続
的
に
取
り
組
み
、
ま
た
原
水

爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
に
も
毎

年
参
加
し
続
け
た
。
全
県
的
に
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の
ア
ピ
ー
ル
行

動
を
定
期
的
に
実
施
。

・
高
松
市
で
の
中
学
生
ま
で
の
外
来

医
療
費
無
料
化
を
求
め
る
署
名
運

動
に
取
り
組
み
、
２
０
２
０
年
度

か
ら
無
料
化
が
実
現
。

・
医
療
生
協
発
信
の
取
り
組
み
と
し

て
、
高
松
市
に
小
学
校
卒
業
ま
で

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
の
無
料
化
を
求
め
る
署

名
、
自
治
体
へ
の
要
請
活
動
に
取

り
組
ん
だ
。

Ⅱ　
今
後
５
年
間
の

社
会
情
勢
・
環
境

・
２
０
２
５
年
に
は
県
民
の
3
人
に

1
人
が
65
歳
以
上
と
な
る
見
込

み
。
少
子
・
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
香
川
県
で
は
２
０
４
５
年
は

２
０
１
５
年
に
比
べ
て
総
人
口
が

約
20
万
人
減
少
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

・
い
つ
ま
で
も
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
環
境
へ
の
要
求
は

増
大
す
る
。

・
生
活
習
慣
病
対
策
に
加
え
て
、
健

康
寿
命
（
日
常
生
活
に
制
限
の
な

い
期
間
）
を
伸
ば
す
動
き
が
強

ま
っ
て
い
る
。

・
貧
困
問
題
も
深
刻
で
、
日
本
の
相

対
的
貧
困
率
は
先
進
国
で
も
高

く
、
子
ど
も
の
貧
困
も
大
き
な
課

題
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
の
破

綻
、
健
康
悪
化
の
懸
念
。

・
多
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
が

不
可
欠
。

・
超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
が

進
行
す
る
な
か
社
会
保
障
費
は
圧

縮
の
方
向
。

・
平
和
を
脅
か
す
日
本
国
憲
法
改
憲

の
動
き
と
米
軍
新
基
地
建
設
問
題

と
の
対
峙
。

・
核
兵
器
禁
止
は
世
界
的
な
潮
流
で

あ
る
。

Ⅲ　
２
０
２
１
～
２
０
２
５

香
川
医
療
生
活
協
同
組
合

の
長
期
計
画

○
香
川
医
療
生
協
の
目
指
す
地
域
包

括
ケ
ア
は
「
い
の
ち
輝
く
社
会
の

実
現
」

・
超
高
齢
社
会
が
進
む
中
、
平
和
な

社
会
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
、

健
康
に
い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
充
実

し
た
社
会
保
障
の
も
と
、
地
域
組

合
員
活
動
と
医
療
介
護
活
動
が
一

体
と
な
っ
た
支
え
あ
い
の
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
。

・
医
療
介
護
事
業
、
健
康
づ
く
り
活

動
、
地
域
組
合
員
活
動
や
ま
ち
づ

く
り
の
運
動
を
通
じ
て
、
平
和
や

社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
る
運
動

や
環
境
へ
の
と
り
く
み
を
総
合
的

に
進
め
る
。

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
に
掲
げ
ら
れ
た
「
貧
困
を
な

く
そ
う
」、「
す
べ
て
の
人
に
健
康

と
福
祉
を
」、「
人
や
国
の
不
平
等

を
な
く
そ
う
」、「
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
」、「
平
和
と
公

正
を
す
べ
て
の
人
に
」
等
の
項
目

を
追
求
し
続
け
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｈ
（
健

康
の
社
会
的
決
定
要
因
）
事
例
の

発
掘
、
Ｈ
Ｐ
Ｈ
（
健
康
増
進
活
動

拠
点
病
院
）
と
し
て
の
健
康
増

進
・
予
防
活
動
に
取
り
組
む
。

○
い
の
ち
輝
く
社
会
の
実
現
に
向
け

た
、
こ
れ
か
ら
の
5
年
間
の
5
つ

の
柱

①
安
心
・
安
全
の
つ
な
が
り
づ
く
り

・
地
域
協
同
で
ま
ち
づ
く
り
・
つ
な

が
り
づ
く
り
推
進
。

・
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
の
ツ
ー
ル

づ
く
り
や
相
談
機
能
設
置
。

・
機
関
誌
の
手
配
り
活
動
か
ら
地
域

の
見
守
り
を
支
え
る
。

・
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
。

・
広
報
活
動
の
強
化
。

②
地
域
で
輝
く
組
合
員
の
健
康
づ
く

り
・
三
つ
の
予
防
活
動
の
推
進
（
生
活

習
慣
病
予
防
、
フ
レ
イ
ル
予
防
、

認
知
症
予
防
）。

・
健
康
づ
く
り
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
出

来
る
仕
組
み
づ
く
り
（
組
合
員
活

動
部
に
地
域
組
合
員
の
健
康
サ

ポ
ー
ト
が
出
来
る
機
能
設
置
・
組

合
員
の
健
康
を
支
え
る
情
報
シ
ス

テ
ム
）。

③
平
和
と
公
正
な
地
域
・
社
会
づ
く

り
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
社
会

保
障
制
度
の
充
実
を
求
め
る
運
動

推
進
。

・
組
合
員
の
身
近
な
要
求
を
取
り
上

げ
、
自
治
体
の
制
度
改
善
運
動
に

つ
な
げ
る
。

・
核
と
基
地
の
な
い
社
会
を
目
指
す

行
動
と
公
正
な
医
療
介
護
活
動
を

追
及
。

④
安
心
安
全
の
医
療
介
護
事
業
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
こ
ど
も
を
取
り
巻
く
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
づ
く
り
か
ら
、
終
末
期
に

お
け
る
看
取
り
ま
で
、
生
涯
に
わ

た
り
そ
の
人
の
人
生
の
質
を
高
め

ら
れ
る
よ
う
な
切
れ
目
の
な
い
安

心
の
医
療
介
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
る
。

・
在
宅
を
支
え
る
医
療
介
護
事
業
の

充
実
と
今
後
の
医
療
介
護
活
動
方

針
の
決
定
。

・
行
政
の
医
療
介
護
計
画
と
連
動
し

た
長
期
療
養
が
出
来
る
機
能
づ
く

り
。

・
高
い
質
の
看
取
り
の
追
求
。

・
子
ど
も
を
取
り
巻
く
安
心
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
。

・
地
域
組
合
員
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
機

能
強
化
。

・
次
期
長
計
で
の
高
松
平
和
病
院
の

建
替
計
画
準
備
、
そ
れ
と
前
後
し

た
法
人
内
事
業
所
の
建
替
計
画
の

策
定
、
推
進
。

・
連
続
し
た
建
替
を
可
能
と
す
る
財

務
づ
く
り
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
化
の

推
進
。

・
コ
ロ
ナ
や
自
然
災
害
に
対
応
し
た

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
整

備
。

・
あ
ら
ゆ
る
連
携
・
協
同
の
取
り
組

み
強
化
（
事
業
活
動
・
組
合
員
活

動
・
行
政
や
地
域
の
他
団
体
等
）。

⑤
ひ
と
づ
く
り

・
こ
れ
か
ら
の
医
療
活
動
を
担
っ
て

い
く
医
師
確
保
と
育
成
。

・
地
域
組
合
員
活
動
の
担
い
手
探

し
・
担
い
手
づ
く
り
を
推
進
。

・
職
員
と
組
合
員
が
と
も
に
学
び
合

い
、
成
長
出
来
る
教
育
・
学
習
の

場
を
つ
く
る
。

・
職
員
の
医
療
生
協
人
と
し
て
の
成

長
を
支
援
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

推
進
。

・
職
員
が
安
心
し
て
長
く
働
き
続
け

ら
れ
る
労
働
条
件
や
環
境
を
整
備
。

・
全
組
合
員
が
力
を
合
わ
せ
て
、
い

き
い
き
と
活
動
で
き
る
楽
し
い
医

療
生
協
を
つ
く
る
。

日
時	

6
月
27
日
（
月
）
午
後
1
時
～
午
後
4
時
30
分

場
所	

レ
グ
ザ
ム
ホ
ー
ル
（
香
川
県
県
民
ホ
ー
ル
）
小
ホ
ー
ル

	

〒
７
６
０-

０
０
３
０　
高
松
市
玉
藻
町
９-

10

	

☎
０
８
７-

８
２
３-

３
１
３
１

第
43
期 

第
54
回 

通
常
総
代
会
の
お
知
ら
せ

香
川
医
療
生
協
第
43
期
・
第
54
回
通
常
総
代
会
第
４
号
議
案
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

テ
ー
マ　

い
の
ち
輝
く
社
会
を
実
現
し
よ
う

香
川
医
療
生
活
協
同
組
合
五
か
年
計
画（
２
０
２
１
年
～
２
０
２
５
年
）（
案
）
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介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
協
同
で

は
、
利
用
者
様
と
ご
家
族
と
一

緒
に
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路

を
確
認
す
る
こ
と
を
意
識
し
、

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
も
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
や
ど
こ
で

も
起
こ
り
え
る
自
然
災
害
に
、

多
く
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

が
多
く
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
感
染
症
や
自
然
災
害
が
発

生
し
た
場
合
で
も
、
安
定
的

に
、
継
続
的
に
、
医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
利
用
者
の
健

康
・
身
体
・
生
命
を
守
る
責
任

を
担
っ
て
い
ま
す
。

慢
性
腎
不
全
で
透
析
治
療
が

開
始
と
な
っ
た
Ａ
氏
。
家
族
は

障
害
が
あ
る
た
め
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
と
は
な
れ
ず
、
透
析
開
始
ま

で
の
受
診
内
容
の
把
握
や
療
養

上
の
指
導
、
更
生
医
療
保
険
の

手
続
き
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。
災
害
時
の
こ
と
を
想

定
し
て
、
服
用
中
の
薬
は
１
週

間
余
分
に
処
方
さ
れ
て
お
り
、

災
害
時
の
防
災
グ
ッ
ズ
の
指
導

も
一
緒
に
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
食
事
管
理
も
必
要
で
、
腎

臓
食
の
準
備
な
ど
も
必
要
で

す
。
診
察
に
同
席
し
、
医
師
と

災
害
時
の
透
析
実
施
方
法
や
自

宅
か
ら
近
い
病
院
、
コ
ロ
ナ
に

感
染
し
た
場
合
の
透
析
方
法
な

ど
の
確
認
も
行
い
ま
し
た
。

昨
今
、
感
染
症
の
拡
大
や
自

然
災
害
も
多
く
、
特
別
な
治
療

を
受
け
て
い
る
方
に
と
っ
て
は

平
常
時
か
ら
の
準
備
が
重
要
で

す
。
特
別
な
治
療
が
必
要
な
方

は
特
に
、
ご
家
族
と
避
難
場
所

な
ど
の
確
認
、
避
難
経
路
、
準

備
物
の
確
認
を
し
て
下
さ
い
。

医
療
介
護
の
現
場
か
ら

在
宅
療
養
相
談
は
善
通
寺
診
療
所
に

「
ま
る
っ
と
お
ま
か
せ
」

善
通
寺
診
療
所
師
長　
岡
崎
直
美

医療生協の事業の発展のため「毎月増資」「年1回以上の増資」にご協力下さい。出資金のお問い合わせは事業部へ【☎︎087-833-8956】

私
た
ち
善
通
寺
診
療
所
は
、

「
在
宅
医
療
と
介
護　

ま
る
っ

と
お
ま
か
せ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ほ
が
ら
か
・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ほ
が
ら
か
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
在
宅
支
援
を
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
、
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
の

利
用
に
つ
な
が
っ
た
事
例
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ａ
氏
・
80
歳
代
・
要
介
護

２
・
夫
婦
２
人
暮
ら
し
で
す
。

腎
障
害
や
認
知
症
が
み
ら
れ
、

他
事
業
所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
他

院
主
治
医
よ
り
腎
機
能
低
下
の

た
め
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
中

止
指
示
が
出
て
、
自
宅
で
過
ご

さ
れ
て
い
る
間
に
歩
行
困
難
と

な
り
、
車
い
す
生
活
に
な
ら
れ

ま
し
た
。
ご
家
族
が
善
通
寺
診

療
所
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
利
用
者

家
族
か
ら
様
子
を
聞
き
、
ぜ
ひ

利
用
し
た
い
と
の
事
で
、
他
事

業
所
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
よ
り
依

頼
が
あ
り
ま
し
た
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
利
用
が
始

ま
り
、
し
ば
ら
く
し
て
臀
部
に

褥
瘡
を
ス
タ
ッ
フ
が
確
認
し
、

ご
家
族
に
報
告
す
る
と
、
主
治

医
は
遠
方
で
予
約
日
以
外
の
診

察
は
難
し
い
と
の
事
で
善
通
寺

診
療
所
の
外
来
診
察
を
希
望
。

翌
日
受
診
さ
れ
、
医
師
や
看
護

師
の
対
応
か
ら
「
主
治
医
を
変

更
し
て
、
医
療
・
介
護
す
べ
て

善
通
寺
診
療
所
で
お
願
い
し
た

い
」
と
希
望
さ
れ
、
後
日
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
ご
家
族
か
ら
連

絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
往
診
、
訪
問
看
護
を
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
、
ご
家
族
様

の
ご
希
望
に
沿
っ
た
形
で
「
在

宅
医
療
と
介
護　
ま
る
っ
と
お

ま
か
せ
」
の
在
宅
支
援
が
行
え

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
現

利
用
者
様
か
ら
お
声
で
、
新
規

利
用
者
様
へ
繋
が
り
が
で
き
た

こ
と
は
と
て
も
嬉
し
く
、
ス

タ
ッ
フ
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

在
宅
療
養
相
談
は
善
通
寺
診

療
所
に
「
ま
る
っ
と
お
ま
か

せ
」
下
さ
い
！
安
心
し
て
在
宅

で
過
ご
せ
る
よ
う
チ
ー
ム
で
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

様々なリスクを
意識して
生活を支える

くらしの相談室

介護支援センター協同所長
平井由桂

医療・介護を始めくらしのお困りご
とをお電話やおハガキ、香川医療生
協HPの「法人・事業所への意見・
要望」のフォームからぜひお寄せ下
さい。医療・介護の専門家がご相談
に応じます。
☎ 087-833-8115（組合員活動部）
香川医療生協HP
「法人・事業所への意見・要望」のURL
https://kagawa.coop/contact

のどの筋肉を鍛える訓練	 体つくり隊�

コロナによる外出控えや会話の
制限で、口やのどの筋肉を動かす
機会が減り、嚥下機能（飲み込み
の力）が低下する事があります。
今回は、日本摂食嚥下リハビリ
テーション学会より、のどの筋肉
を鍛える頭部拳上訓練（シャキ
ア・エクササイズ）を紹介します。

高松協同病院
言語聴覚士　宮地志織

【方法】　肩を床につけたまま、頭だけをつま先が見えるまで高く上げます。

※血圧や脈が上昇することがあります。高血圧・頻脈の場合には、主治医に相談し行なって下さい。

２．反復法：頭部の上げ下げを30回繰り返す。１．持続法：頭部を上げたまましばらく保持す
る（可能なら１分間上げ、１分間休む）。
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「居場所づくり」など応援、ご協力いたします。お気軽にご相談下さい。【連絡先：組合員活動部　☎087-833-8115】

古
高
松
支
部
は
屋
島
支
部
と

支
部
分
割
し
て
20
年
に
な
り
、

ま
た
、
居
場
所
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
「
ほ
っ
こ
り
」
が
で
き
て
12

年
目
に
な
り
ま
す
。「
ほ
っ
こ

り
」
の
活
動
は
、
週
1
回
の
体

操
（
こ
ろ
ば
ん
体
操
、
セ
ラ
バ

ン
ド
体
操
）、
脳
ト
レ
、
季
節

の
行
事
な
ど
、
ま
た
、
2
カ
月

に
1
回
の
映
画
会
、
ミ
ニ
講
座

で
す
。
支
部
活
動
と
し
て
は
、

年
4
回
の
食
事
会
、
年
1
回
の

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
、
手
配
り
さ
ん
交
流
会
な

ど
、
毎
月
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

し
か

し
、
2

年
間
の

コ
ロ
ナ

禍
で
、

現
在
実

施
で
き

て
い
る

の
は
居
場
所
の
活
動
の
み
で

す
。
そ
れ
で
も
萎
縮
し
て
ば
か

り
は
い
ら
れ
な
い
の
で
、
元
気

に
明
る
く
週
1
回
、
三
密
を
避

け
な
が
ら
身
体
を
動
か
し
て
い

ま
す
。
映
画
会
は
、
邦
画
、
洋

画
を
問
わ
ず
、
喜
劇
、
西
部
劇

な
ど
組
合
員
の
要
望
に
応
え
、

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
見
て
い
ま

す
。
ミ
ニ
講
座
は
、
昨
年
12

月
、
市
の
出
前
講
座
を
利
用
し

て
「
人
生
会
議
」
を
勉
強
し
ま

し
た
。

寸
劇
を

交
え
、

最
期
の

時
を
ど

の
よ
う

に
過
ご

す
か
考

え
ま
し
た
。
単
発
で
は
、
昨
今

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
よ
う

と
、
ス
マ
ホ
体
験
会
を
企
画
し

ま
し
た
。
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い

な
い
人
も
、
持
っ
て
い
て
も
う

ま
く
使
え
な
い
人
も
「
便
利
だ

ね
え
」
と
感
心
し
な
が
ら
勉
強

し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
運
営
委
員
は
8

人
い
ま
す
が
、
実
際
に
動
け
る

人
は
少
な
く
、
後
継
者
を
探
し

て
い
ま
す
。
空
き
時
間
を
地
域

の
た
め
に
、
わ
い
わ
い
言
い
な

が
ら
楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
最
後
に
、
ほ
っ
こ
り
で

は
貸
し
ス
タ
ジ
オ
を
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
三
味
線
、
絵
手

紙
、
ヨ
ー
ガ
な
ど
に
利
用
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

支
部
長　
原
田
ま
さ
子

勝
賀
下
笠
居
支
部
は
、
９
町

（
香
西
本
町
・
南
町
・
北
町
・

西
町
、
神
在
川
窪
町
、
植
松

町
、
中
山
町
、
生
島
町
、
亀
水

町
）
の
集
ま
り
で
、
約
６
０
０

人
の
組
合
員
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
支
部
発
足
前
は
勝
賀
下

笠
居
地
域
と
し
て
、
２
０
１
７

年
頃
か
ら
神
在
班
と
い
う
班
名

で
4
～
5
人
が
集
ま
り
、
主
に

健
康
に
つ
い
て
講
師
の
方
に
来

て
も
ら
い
、
勉
強
会
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
９

年
6
月
に
支
部
を
結
成
後
は
、

支
部
長
、
運
営
委
員
6
人
が
集

ま
り
、
毎
月
上
旬
に
運
営
委
員

会
、
下
旬
に
班
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

運
営
委
員
会
は
、
本
部
か
ら

の
報
告
事
項
と
支
部
の
決
め
事

な
ど
の
話
し
合
い
を
し
て
い
ま

す
。
班
会
は
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
（
血
圧
測
定
、
体
重
計
に
よ

る
Ｂ
Ｍ

Ｉ
等
、

尿
検
査

に
よ
る

塩
分
測

定
）
を

し
て
か

ら
、
地

図
落
と
し
、
機
関
紙
が
あ
る
月

は
仕
分
け
作
業
、
お
茶
タ
イ

ム
、
手
芸
な
ど
楽
し
く
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
高
松
西
ブ

ロ
ッ
ク
の
行
事
で
、
健
康
づ
く

り
の
散
策
企
画
や
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
勉
強
会
な
ど
参
加
者
を
そ

の
都
度
募
っ
て
、
参
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
1
回
、
栗
林

公
園
前
薬
局
で
骨
密
度
、
血
管

年
齢
、
ス
ト
レ
ス
度
の
測
定
と

個
別
指
導
な
ど
を
し
て
も
ら

い
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

班
と
し
て
自
慢
で
き
る
の

は
、
月
1
回
朝
7
時
15
分
か

ら
、
地
域
の
老
人
会
の
仲
間
と

近
く
の
神
社
清
掃
を
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
い
つ
も
き
れ
い
な

の
で
、
お
参
り
に
来
ら
れ
た
方

か
ら
喜

ば
れ
て

い
ま
す
。

今
後

は
他
支

部
の
よ

う
に
、

支
部
独

自
の
行
事
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

支
部
長　
冨
山
芳
子

琴
平
支
部
は
、
元
気
が
一

番
、
楽
し
く
交
流
し
て
、
み
ん

な
で
行
動
、
思
い
や
り
を
大
事

に
し
て
い
ま
す
。

支
部
行
事
の
1
つ
に
、「
こ

と
ひ
ら
革
新
懇
」
を
軸
に
し
た

実
行
員
会
に
支
部
も
参
加
。
核

兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め
に
と

「
原
爆
と
人
間
」
写
真
展
を
3

年
前
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
も
う
二
度
と
体
験
し
た
く
な

い
戦
争
体
験
や
子
ど
も
心
に
焼

き
付
い
て
い
る
体
験
」
な
ど
を

語
り
合
い
な
が
ら
、
唯
一
の
被

爆
国
の
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ

一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
（
今
年
も
8
月
5
・
6
・
7

日
開
催
予
定
）。

昨
年
の
夏
に
、
手
づ
く
り
焼

肉
の
た
れ
づ
く
り
を
行
い
、

「
焼
肉
の
タ
レ
こ
ん
ぴ
ら
」
と

し
て
バ
ザ
ー
販
売
。
3
年
目
に

や
っ
と
、
写
真
展
を
支
え
る
財

政
の
見
通
し
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
夏
も
バ
ザ
ー
予
定
な
の

で
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

味
は
絶
品
（
タ
レ
の
他
、
い
ろ

い
ろ
な
料
理
の
隠
し
味
に
使
え

ま
す
）、
し
か
し
、
タ
レ
づ
く

り
の
日
は
「
匂
い
」
が
家
中
に

充
満
、
孫
た
ち
に
も
嫌
が
ら
れ

ま
す
。

2
年
に
1
度
、
秋
の
ブ
ロ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
こ
ん
ぴ
ら

さ
ん
紅
葉
コ
ー
ス
」
を
琴
平
で

開
催
。
紅
葉
の
金
毘
羅
さ
ん
裏

参
道
を
2
時
間
程
度
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
。
そ
の
年
の
気
候
に
よ
り

ま
す
が
、「
秋
の
青
空
、
木
漏

れ
日
に
映
え
る
紅
葉
を
歩
け
ば

…
深
い
深
淵
の
歴
史
」
を
感
じ

ま
す
。

毎
年
12
月
に
は
、
来
る
年
へ

の
希
望
の
「
寄
せ
植
え
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
場
所
は
ま
ん

の
う
町
の
「
花
友
」
で
、
1
年

間
最
後
の
行
事
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
後
の
お
昼

は
「
お
う
ど
ん
」
で
し
た
。
腰

の
あ
る
長
い
う
ど
ん
の
よ
う

に
、「
後
継
者
づ
く
り
」
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
部
長　
今
田
純
子

古高松
支部

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、

元
気
に
明
る
く

活
動
し
て
ま
す

琴平
支部
「
原
爆
と
人
間
」

写
真
展
を
大
き
な
柱
に

勝賀
下笠居
支部
自
慢
は

地
域
の
老
人
会
と

取
り
組
む
神
社
清
掃

支部
トピックス
支部の活動を紹介

スマホ体験会

高松市の出前講座人生会議

老人会との神社清掃活動

3年前から開催している
「原爆と人間」写真展

来る年への希望の「寄せ植え」

栗林公園前薬局での健康チック
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フ
レ
イ
ル
予
防
に
も仕

事
は
必
要

高
松
市　

四
宮
早
苗

最
近
仕
事
を
再
開
し
て
、
朝

の
ラ
ッ
シ
ュ
も
再
び
で
す
。
フ

レ
イ
ル
予
防
に
も
仕
事
は
必
要

か
も
と
考
え
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。
医
療
生
協
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

と
っ
て
も
楽
し
く
読
み
ま
し
た
。

治
療
に
向
き
合
っ
て
い
る
人
の

支
え
に
な
り
た
い

高
松
市　

藤
高
さ
お
り

4
回
手
術
を
し
た
こ
と
で
、

入
院
す
る
辛
さ
や
治
療
に
取
り

組
む
大
変
さ
を
知
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
一
生
懸
命
治
療
に

対
し
向
き
合
っ
て
い
る
人
達
の

支
え
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

料
理
レ
シ
ピ
を

楽
し
み
に
し
て
ま
す

高
松
市　

筒
井
亜
有
子

い
つ
も
料
理
の
レ
シ
ピ
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
鮭
の
ポ

テ
ト
焼
き
を
早
速
作
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
姿
は
一
体
何
歳
？

高
松
市　

イ
ク
チ
ャ
ン

仕
事
、
年
金
を
い
た
だ
き
、

押
し
花
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
、
活
動
的
な
私
の
姿
は
一
体

何
歳
？
今
年
も
生
き
生
き
と
頑

張
れ
そ
う
で
す
。

安
心
し
て
頼
れ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
は
と
て
も
幸
せ

高
松
市　

松
木
朝
子

平
和
病
院
に
定
期
検
診
で
年

に
数
回
、
受
診
し
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
症
状
も
安
定
、
先

生
と
の
会
話
を
楽
し
み
に
行
っ

て
ま
す
。
年
齢
を
経
て
、
安
心

し
て
頼
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の

は
と
て
も
幸
せ
。
私
の
精
神
安

定
剤
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
も
大
腸
が
ん
検
査
キ
ッ
ト
を

お
願
い
し
ま
し
た

高
松
市　

斉
藤
美
智
代

今
年
も
支
部
か
ら
大
腸
が
ん

検
査
キ
ッ
ト
の
確
認
が
あ
り
ま

し
た
。
家
で
簡
単
に
で
き
る
の

で
、
夫
と
2
人
分
お
願
い
し
ま

し
た
。

ぼ
っ
ち
キ
ャ
ン
プ
状
態
が楽

し
い

高
松
市　

太
田
隆

年
が
明
け
、
ま
た
ま
た
オ
ミ

ク
ロ
ン
で
大
変
な
世
情
に
！
こ

の
機
会
に
と
自
宅
に
こ
も
っ

て
、
古
い
家
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ
に
取
り

組
み
、
1
人
で
自
炊
し
て
い

る
。
ぼ
っ
ち
キ
ャ
ン
プ
状
態
で

あ
る
。
こ
れ
が
結
構
楽
し
い
！

世
の
中
わ
か
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。

農
家
を
守
る
こ
と
が

最
大
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

綾
歌
郡　

蓮
井
雄
二

私
は
農
家
で
す
。
農
業
を
守

る
こ
と
が
最
大
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

米
（
価
格
2
割
ダ
ウ
ン
）、
野

菜
（
安
値
）
等
が
安
い
中
、
資

材
等
が
2
割
以
上
ア
ッ
プ
。
国

や
県
の
政
治
家
・
役
人
の
無
策

の
た
め
、
日
本
の
国
土
は
荒
れ

て
い
ま
す
。
何
と
か
大
至
急
し

て
欲
し
い
！

ス
マ
ホ
で
脳
ト
レ
し
て
ま
す

善
通
寺
市　

小
笹
和
代

コ
ロ
ナ
の
中
、
外
出
す
る
こ

と
が
少
な
く
な
り
、
寒
い
季
節

な
の
で
、
ス
マ
ホ
で
脳
ト
レ
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
は
主

人
と
二
人
で
20
分
く
ら
い
散
歩

コ
ー
ス
を
歩
い
て
、
健
康
に
気

を
配
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
生
活
に

早
く
戻
れ
る
よ
う
に

仲
多
度
郡　

古
川
マ
サ
子

ご
近
所
の
方
々
と
も
今
ま
で

の
よ
う
に
会
話
も
で
き
ず
、
県

外
の
孫
に
も
2
年
余
り
逢
え
て

い
ま
せ
ん
。
早
く
今
ま
で
の
生

活
に
戻
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

友
人
が
歩
け
る
の
を
見
て

う
れ
し
い

さ
ぬ
き
市　

匿
名
希
望

友
人
が
平
和
病
院
で
膝
の
手

術
を
し
て
、
今
、
普
通
に
歩
け

る
の
を
見
て
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。

3カ月に1回　ご近所5〜10軒の機関紙手配り・高齢者見守り活動にご協力ください。【連絡先：組合員活動部　☎087-833-8115】

�

①　
下
の
絵
に
は
５
つ
の

ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
ハ
ガ
キ
に
右
側

の
絵
だ
け
貼
っ
て
、
ま

ち
が
い
箇
所
に
赤
色
印

を
つ
け
て
下
さ
い
。

住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
ご
記
入
の
上
、
身
近

な
出
来
事
、
ご
意
見
、

ご
感
想
な
ど
何
か
「
一

言
」
を
添
え
て
ご
応
募

下
さ
い
。
ご
意
見
・
ご

感
想
は
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
（
匿
名
希
望
の
方

は
、
そ
の
旨
を
お
書
き

下
さ
い
）。

②　
〆
切　
5
月
末
日

③　
抽
選
で
６
名
様
に
粗
品
進
呈
。

④　
当
選
者
は
紙
面
で
発
表
し
ま
す
。

⑤　
宛
先　
〒
７
６
０ – 

０
0
７
１　
高
松
市
藤
塚
町
１–

17  – 

１

香
川
医
療
生
協
組
合
員
活
動
部
内

　
『
み
ん
な
の
健
康
』
編
集
委
員
会

秋
号
の
応
募
は
49
通
で
、
正
解
は
43
通
で
し
た
。
抽
選
の
結

果
、
次
の
6
名
の
方
が
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

齋
藤
美
智
代　
高
松
市	

中
西
ひ
と
み　
高
松
市

筒
井
亜
有
子　
高
松
市	

池
田　
清
子　
高
松
市

井
口　
里
香　
三
木
町	

香
川　
義
昭　
善
通
寺
市

ⓒ
Ｍ
Ｙ
介
護
の
広
場

お
た
の
し
み
ク
イ
ズ

読
者

よ
だ

り
春 号

プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
車
椅
子
を
も
ら
お
う
！

缶
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
に
つ
い

て
い
る
プ
ル
タ
ブ
の
み
を
集

め
る
と
、
約
８
０
０
キ
ロ
グ

ラ
ム
で
車
椅
子
１
台
が
も
ら

え
ま
す
。

高
松
平
和
病
院
リ
ハ
ビ
リ

科
で
呼
び
か
け
を
開
始

し
、
患
者
様
、
組
合
員
、

職
員
の
協
力
の
も
と
、
現

在
１
５
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
集

ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
車

椅
子
は
平
和
病
院
の
内
科

外
来
や
病
棟
な
ど
で
利
用

す
る
予
定
で
す
。

小
さ
な
資
源
を
未
来
へ
つ

な
ぐ
活
動
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。ひ

と
つ
か
ら
で
も
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。
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高齢者のくらし【無料】相談実施中　第4木曜　13時半　申込み先【香川高齢期運動連絡会　☎070-1323-3544】

診 療 案 内 担当医師については、急な変更もありますので、
事前に各事業所へお問い合わせ下さい

高 松 平 和 病 院 （救急指定病院） 代表電話:087−833−8113

2022年₄月１日現在

高 松 協 同 病 院 ☎（087）833−2330

■内科・リハビリ科　

月 火 水 木 金 土

午前 9 :00 〜 12 :00 津島 楠原 阪梨 担当医 津島（第1のみ）

北原孝
津島（第1・3・5）

北原孝（第2・4）

午後 3 :00 〜 5 :00（月・水）
　　 3 :00 〜 6 :00（金）

津島 阪梨 津島（第1のみ）

■整形外科　⃝午後の診療はありません。

月 火 水 木 金 土
午前　9:00 〜 12 :00 栗生 栗生

へいわこどもクリニック ☎（087）835−2026　病児保育はとぽっぽ ☎087−835−2065
月 火 水 木 金 土

午 　　　前 9:00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 12 :00 9 :00 〜 13 :00
午 　　　後 4:00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00 4 :00 〜 7 :00

⃝月・火・水・金午後1:30 〜 4:00は、乳幼児健診、予防接種、専門外来などを行っています。

善 通 寺 診 療 所 ☎（0877）62−0311
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 藤原 安田 藤原 藤原 藤原 藤原/安田
午後　3:00 〜  6 :00 藤原 （訪問診療） 藤原 （訪問診療） 安田

⃝火・木午後は往診を行っています。

生 協 み き 診 療 所 ☎（087）891−0303
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :00 田中（内科） 田中（内科） 田中（内科） 植本真
田中（訪問診療） 田中（内科） 田中（第1・3）

植本真（第2）

午後　3:00 〜  6 :00 （訪問診療） 津島（内科）
（訪問診療） （訪問診療） （訪問診療） 担当医（内科）

（訪問診療）
※第4・第5土
曜日は休診

生 協 へ い わ 歯 科 ☎（087）837−6480
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 〜 12 :30 尾平野・砂田 担当医※
午後 12 :30 〜  6 : 30 尾平野・砂田 尾平野・砂田 担当医※
午後　6:30 〜  8 : 00 尾平野 砂田

⃝受付は診療終了時間の30分前まで。　⃝月・火は訪問診療もしています。　※土曜は午後1:00までと午後2:00 〜 5:00まで。

月 火 水 木 金 土

内 科
☎833-8114

午　前
9:00 〜 12 :00

蓮井・安田
豊岡・植本真

高木
担当医

植本一
佐藤龍・高木

高木・担当医
原田・安田（第2・4）

豊岡・原田
担当医・蓮井

担当医
（一診・二診）

午　後
3:00 〜 5 :30

高木・佐藤龍 
 植本一・安田

何森晶（4 : 00 〜 5 : 30）
原田・植本真 担当医 担当医

乳 腺 外 来
☎833-8113

午　前
9:00 〜 12 :00 何森亜 何森亜

（第1・3・5） 何森亜

⃝乳腺外来は午後休診です。

緩 和 ケ ア
相 談 外 来
☎833-8113

午　前
9:30 〜 10 :30

大西
（予約要）

蓮井
（予約要）

午　後
 15:00 〜 16:00

大西
（予約要）

整 形 外 科
☎833-8113

午　前
（予約優先）

真鍋（当日受付）
中平 中平 真鍋 真鍋（第2・4・5） 中平 真鍋（第1・3）

中平（第2・4・5）

午　後
 3 : 00 〜 5 :00

（完全予約制）
田賀谷

緩 和 ケ ア
相 談 外 来

大西 月 15 :00〜16 :00
水 ９:30〜10 :30

蓮井 木 ９:30〜10 :30

乳 腺 外 来 何森亜
火 ９:00〜12 :00
第1・3・5水 ９:00〜12 :00
木 ９:00〜12 :00

禁 煙 外 来 佐藤龍 金 16 :00〜17 :00
肛 門 外 来 豊岡 水 16 :00〜17 :00
脳 外 外 来 第2・4金 14 :00〜16 :00

●　専　門　診　療　●

★
診
療
体
制

に
つ
い
て

●内　　科 ・午前の予約をお取りでない方の受付時間は12時までとさせていただいております。
・午後の予約をお取りでない方の診療開始時間は3時からです。

●整形外科
・診察は予約制となっていますが、8：30から9：30まで当日受付も行っています。
・予約外の患者さまは待ち時間が長時間になりますのでご理解のほどよろしくお願いします。
・第₁・₃木曜日は休診です。

診療予約、お問い合わせは、
代表電話をご利用下さい

外
来
部
門

【受付時間】
内科

平日 9:00 ～ 17:30　
土曜 9:00 ～ 12:30

乳腺外来
平日 9:00 ～ 17:00　
土曜 9:00 ～ 12:30

緩和ケア相談外来
平日 9:30 ～ 16:00

整形外科
平日 11:00 ～ 17:00　
土曜 11:00 ～ 12:30

入
院
部
門

【受付時間】9:00 ～ 21:00

健
診
部
門

【受付時間】
平　日 9:00 ～ 17:00
土曜日 9:00 ～ 12:30

内
　
　
科

循 環 器
高 血 圧 高木医師の外来担当時に診察いたします。

肝 臓 蓮井医師の外来担当時に診察いたします。

消 化 器 蓮井・豊岡医師の外来担当時に診察いたします。

呼 吸 器 原田医師の外来担当時に診察いたします。

糖 尿 病 金午後。香大医師が担当いたします。

〈高松平和病院エリア〉
介 護 老 人 保 健 施 設「 虹 の 里 」
☎（087）862 − 6541

介護支援センター「ほのぼの」
☎（087）862 － 6516

訪問看護ステーション「ひまわり」
☎（087）862 － 1039

デイサービスセンター「はーもにー」（太田）
☎（087）815 － 5631

デイサービスセンター「はーもにーぽっぽ藤塚」
☎（087）813 － 1621

ヘルパーステーション「はーもにー」
☎（087）815 － 5651

居宅介護支援事業所「はーもにー」
☎（087）888 － 7175

〈高松協同病院エリア〉
デ イ サ ー ビ ス 協 同
☎（087）833 － 2347

介 護 支 援 セ ン タ ー 協 同

☎（087）812 － 5502
高松協同病院通所リハビリテーション

☎（087）833 － 2401
高松協同病院訪問リハビリテーション
☎（087）833 － 2416

デイサービス「はーもにー六条」（民家型）
☎（087）887 － 2603

〈善通寺診療所エリア〉
訪問看護ステーション「ほがらか」
☎（0877）56 － 5566

ヘルパーステーション「ほがらか」
☎（0877） 56 － 5578

〈生協みき診療所エリア〉
訪問看護ステーション「みき」
☎（087）891 － 0503

ヘルパーステーション「みき」
☎（087）891 － 0532
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同
組
合
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
声
明
」
と
し

て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「
価
値
」
の
中
で
、「
協
同
組

合
の
組
合
員
は
、
正
直
、
公

開
、
社
会
的
責
任
、
そ
し
て
他

人
へ
の
配
慮
と
い
う
倫
理
的
価

値
を
信
条
と
す
る
」
と
記
さ

れ
、
第
7
原
則
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
関
与
」
で
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
持
続
可
能
な
発
展
の

た
め
に
活
動
す
る
」
で
す
。

連
載
の
第
1
回
目
に
書
い
た

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
内
容
は
、
医
療

生
協
の
活
動
そ
の
も
の
」
な
の

で
す
。

「憲法改悪を許さない全国署名」「75歳以上医療費窓口負担2割化中止を求める請願署名」にご協力下さい【組合員活動部　☎087-833-8115】

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17
番
目
の
目
標
は
？

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
番
目
の
目
標

は
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目

標
を
達
成
し
よ
う
」
で
す
。

「
具
体
的
な
実
施
手
段
を
強
化

し
、
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け

て
世
界
の
国
々
が
協
力
す
る
こ

と
」
に
関
連
す
る
と
て
も
重
要

な
目
標
で
す
。

国
際
的
に
は
「
先
進
国
は
途

上
国
に
必
要
な
資
金
や
技
術
を

支
援
し
、
国
同
士
の
格
差
を
生

ま
な
い
貿
易
ル
ー
ル
を
実
施
す

る
こ
と
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。一

方
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
関
係
者
）
が
連

携
す
る
こ
と
や
、
目
標
達
成
に

向
け
て
ど
の
く
ら
い
進
捗
し
て

い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、

デ
ー
タ
や
統
計
を
き
ち
ん
と
集

め
る
こ
と
も
こ
の
目
標
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

日
本
の「
実
施
指
針
」に

　

 

明
記
さ
れ
た

　
　
　
「
新
し
い
公
共
」の
役
割

日
本
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部

が
16
年
12
月
に
決
定
し
た
、

「
実
施
指
針
」
に
よ
れ
ば
、「
自

ら
が
当
事
者
と
し
て
主
体
的
に

参
加
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
貢
献
で
き
る
よ
う
…
…

全
員
参
加
型
で
取
り
組
む
」。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携

で
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

有
識
者
、
民
間
セ
ク
タ
ー
、
国

際
機
関
、
各
種
団
体
、
地
方
自

治
体
、
議
員
、
科
学
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
協
同
組
合
等
、
広
範

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連

携
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

19
年
の
「
実
施
指
針
改
定

版
」
で
も
、「
新
し
い
公
共
」

と
し
て
「
地
域
の
住
民
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
が
、
教
育
や
子
育
て
、
ま

ち
づ
く
り
、
防
犯
・
防
災
、
医

療
・
福
祉
、
消
費
者
保
護
な
ど

身
近
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
活
躍
し
て
い
る
。
協
同
組
合

を
は
じ
め
、
地
域
の
住
民
が
共

助
の
精
神
で
参
加
す
る
公
共
的

な
活
動
を
担
う
民
間
主
体
が
、

各
地
域
に
山
積
す
る
課
題
の
解

決
に
向
け
て
…
…
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

協
同
組
合
の「
価
値
」と
し
て
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
関
与

１
９
９
５
年
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際

協
同
組
合
同
盟
）
大
会
で
「
協

新
じ
ゃ
が
や
春
キ
ャ
ベ
ツ
の

出
回
る
季
節
、
風
味
調
味
料
や

牛
乳
、
乳
製
品
を
使
っ
て
上
手

に
減
塩
し
ま
し
ょ
う
。

《
作
り
方
》

①
梅
干
し
は
種
を
除
い
て
包
丁

で
刻
み
、
味
噌
と
み
り
ん
を

入
れ
て
混
ぜ
て
お
く
。

②
鶏
肉
は
フ
ォ
ー
ク
で
皮
を
ま

ん
べ
ん
な
く
突
き
刺
し
、
肉

側
の
厚
み
の
あ
る
場
所
は
、

軽
く
包
丁
で
切
り
こ
み
を
入

れ
る
。

③
天
板
に
皮
を
上
に
し
て
並
べ

２
３
０
℃
に
熱
し
た
オ
ー
ブ

ン
で
約
５
分
焼
き
①
を
塗
っ

て
さ
ら
に
３
～
５
分
焼
く
。

④
焼
き
あ
が
っ
た
ら
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
切
り
、
皿
に
盛

る
。
好
み
で
す
り
ご
ま
を

振
っ
て
風
味
を
増
す
。

《
作
り
方
》

①
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む
い
て

１
㎝
角
に
切
る
。
人
参
も
同

様
に
し
て
薄
い
い
ち
ょ
う
切

り
に
し
、
柔
ら
か
く
な
る
ま

で
茹
で
て
ざ
る
に
揚
げ
、
熱

い
う
ち
に
塩
コ
シ
ョ
ウ
を
振
っ

て
冷
ま
す
。

②
り
ん
ご
は
皮
付
き
の
ま
ま
３

～
４
㎜
厚
さ
の
い
ち
ょ
う
切

り
、
き
ゅ
う
り
は
薄
い
小
口

切
り
に
す
る
。
チ
ー
ズ
も
さ

い
の
目
に
切
る
。

③
以
上
の
具
材
を
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

と
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
和
え
る
。

好
み
で
マ
ス
タ
ー
ド
を
加
え
る
。

《
作
り
方
》

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
少
し
太
め
の
千

切
り
、
油
抜
き
し
た
油
揚
げ

も
千
切
り
、
え
の
き
だ
け
は

１
／
３
の
長
さ
に
切
り
、
ほ

ぐ
し
て
お
く
。

②
だ
し
を
煮
立
た
せ
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
油
揚
げ
を
入
れ
、

キ
ャ
ベ
ツ
が
柔
ら
か
く
な
っ

た
ら
、
え
の
き
だ
け
を
入
れ

て
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
、
火
を

切
っ
て
か
ら
味
噌
を
加
え
、

仕
上
げ
に
牛
乳
を
加
え
て
軽

く
混
ぜ
る
。

★
減
塩
の
ポ
イ
ン
ト

梅
干
し
や
リ
ン
ゴ
、
チ
ー
ズ

な
ど
香
り
の
あ
る
物
を
上
手
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

味
噌
汁
に
牛
乳
を
入
れ
る
と

コ
ク
が
増
し
、
味
噌
が
少
な
め

で
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま

す
。
身
近
な
も
の
を
使
っ
て
上

手
に
減
塩
し
ま
し
ょ
う
。

３
品
合
計
（
１
人
分
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
３
６
０
kcal

タ
ン
パ
ク
質
２
４
ｇ　

塩
分
２
．
６
ｇ

高
松
協
同
病
院

管
理
栄
養
士　
蓮
井
富
子

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
香
川
県
生
活
協
同

組
合
連
合
会
か
ら
呼
び
か
け
の

あ
っ
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動

に
、
香
川
医
療
生
協
で
も
初
め

て
取
り
組
み
ま
し
た
。

１
月
24
日
～
28
日
の
期
間

中
、
地
域
組
合
員
・
職
員
か

ら
、
お
米
、
缶
詰
、
調
味
料
な

ど
１
８
１
品
目
の
食
品
が
寄
せ

ら
れ
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
が
わ

に
寄
付
さ

せ
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。

香
川
県
生
協
連
共
同
企
画

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」を
実
施
し
ま
し
た
！

鶏肉の梅みそ焼き
材料（2人分）

鶏胸肉… 2枚（160g）
梅干し(減塩タイプ）
　………………… 1個
味噌(減塩タイプ）
　………… 小さじ1/2
みりん……小さじ1と1/3
好みですりごま…適量

りんごとチーズ入りポテトサラダ
材料（2人分）

じゃがいも…1個100g
リンゴ…… 1/4個50g
きゅうり… 1/3本40g
人参……………… 30g
チーズ…………… 20g
マヨネーズ… 大さじ1
プレーンヨーグルト…小さじ１
塩コショウ
好みで粒状マスタード

牛乳入りキャベツの味噌汁
材料（2人分）

キャベツの葉… 1枚50g
油揚げ…… 1/2枚10g
えのきだけ…… 1/4袋
だし… 2カップ400㏄
牛乳…………大さじ１
味噌（減塩タイプ）
　……………大さじ１

す
こ
し
お
レ
シ
ピ

減
塩
で
健
康
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
内
容
は
、

医
療
生
協
の
活
動
そ
の
も
の

善
通
寺
診
療
所
所
長
　
藤
原
高
明

第５回

医
S
療
D
生
G
協
s
と


